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第 3 図 主 要 農 茱 生 産 手 段 供 給 最 の 憎 大 :

中華人贝共和国国家統計局「関 干 1950 年度国民経済計劃執行結果鉍公敎』 4 5頁より 

作成。 「傲大的十年 J の統計は牧場がふぐまれているのでとらなかった。最末尾攔は 

「偉大的十年 J の敎字とかねあわせて作成した。

原 注 本 表 に は 埤 衣 国 営 農 場 ， 機械農場がふぐまれている。 19 5 5年に農場個数が減 

少しているのは合併じたもの，及び実験的に一部牧場化し /こためである。 しかし国 

営農齊中機械農場が増大したので，耕地而樹は増夫している。 トラグタ-台数には 

地方 _ 営農場のものはふくまれていない。 '

IVラクタ— 
/ (百標举台）

農薬用器興 
• (万個）

レ化学肥料
(万トン）

動力機械 
(万馬方)

二輪ニ刃ブラウ 
/ (7ゾ個）
( / m m
(7アトン）

年九九九九九九九九 
四五五五五五五五 
九ニ三四五六七八

中国押究所「中国年鑑j 1 % 0 .  43 3 K ,  441頁 

より作成。（ト♦ クタ一は1 5馬力を1 標準台

こ. と す る :)...:....い ：

左図_ 明 . •  ■ •

トラクタ一生産台数の単位が万台ではなく 

標準食であるごとに留意されたい。 公社化直 

-fjij.与 .して.58:平をとつ .てみ.ても全固の合作社 

総斧に对する比率はき；b めて小さいし，下表 

でもわかるようにトラクタ一の 1/4は国営農 

場にみつている Q である。 ブラク動力機械， 

化学鹏料，農業も同様土昇線のテ .みポ.ほ強調 ’ 

されるも一般需要を充たすにゆまだ遠い。

第 2 表農業系統国営農場の中国農業における位置は極めて小念

甩位
絶 対 . 数

' . . . .

1956

1950 1952 1953 1954 1955 1956 1952 = 100 
と泞名指敎

全国にお’.' 
ける位®

農 場 数 個 数 1,215 2,336 2,376 2,415 2,242 2,219 '： 95.0
耕 地 而 積 千へク

タ— ル 155.0 246.9 250.8 294.5 394.2 587.5 • 237.9 .全耕地面横

従 業 員 . 数 千 人 43 97 111 137 134 206 1 212；9
の 0，52̂ ^

. . .

内 労 働 者 数 千 人 24 69 78 103 105 165 239.9 ----

トラグタ一台数 標準台 1,160 1,532 1,627 2,235 2,839 .4,422 288.6 全国Kラクタ

穀 物 .収 獲 機 械 台 155 275 352 430 657 950 345.5
一台数の28%

役 咨 頭 数 千 頭 19 42 50 52 ；： 58 84 198.7 全崮役畜頭
数の0_1%
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れ
わ
れ
が
.も
し
蓝
本
的
に
農
業
生
産
力
発
展
の
指
標
.：を
：求
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
面
積
当
り
収
量
の
：

_

大
—

_
更
'
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.

.
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. 

, 

. 

*■

,
に
寸
す
ん
で
'

投
下
労
蠻
里
ー
単
位
当
り
収
量
の
增
大
，ァ
ん
ポ
で
な
け
れ
ば
な

.ら

な

い
-°

播
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面
積
の
増
大
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て
生
.産
量
が
絶
対
的
に
_
大

.
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.
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し
て
も
、
そ
の.増
大
の
割
合
が
前
者'に
対
し
て
後
者
が
低
い
な
ら
、

(

た
i

え
ば
棉
花
.$

六
年
ま
で
.

〕

、
：煙
草
、V
甜
菜
、;•
蒙

)

.単
訖
面
積
汶
量
が
下
つ

た

(

或
い
は
追
加
土
地
部
分
の
み
に
し
て
も

)

こ
と
：で
あ
つ
て
生
産
力
の
発
展
.を
意
味
し
な
い
>_
 
.

更
fe

単

位

面

積

収

量

が

增

大

し

て

も

そ

れ

'：̂

よ

り

多
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.
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.く

の
労
働
力
を
投
下
し
た
結
果
で
あ
つ̂
^-

し
て
、
■.:
ー.投

：下

脊

働

量

当

.り

収

量

ぶ

：增

大

し

て

い

，な

.い
と
.す
れ
ば
敝
密
に
言
つ
て
農
業
生
産
力
増
大 

と
は
う
け
と
り
え
な
い
。
生
產
力
の
増
大
と
は
あ
く
ま

で
%

免
働
生
'産
性
の
増
大
.
同
'
 
_

投
下
策
働
量
に
対
す
る
生
産
物
量
の.卷
大
n

個
別
的
価
.

値
0

低
落
を
意
味
す
る
も
の
だ
か
ら
で.あ
る
。
へ
し
か
も
尚
本
稿
で
生
產
カ
発
展
0

指
標
と
し
て
暫
定
的
に
単
位
面
積
当
り
仪
量
を
そ
の
指
標
と
し
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.
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.
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て
使
用
す
る
の
は
、
，
そ
れ
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特
忆
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進
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農
業
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場
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多
分
に
資
本
集
約
的
で
あ
る
と

.い

.う

.上
り
^

労
働
集
約
的
で
あ
り
、：
生
產
技
術
の
本
新
と

.......
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' 
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.
 

.
 

.

.

.

.
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.

い
つ
て
も
労
働
対
象
と
し
ヤ
の
種
子
：

(

品
種)

：'改
良
、
：有
機
..

化
学
肥
料
；の
增
大
、
：
労
働
手
段
と
し
て
：の
.土
地
の
改
良(

灌
溉
排
水)

'
 

な
ど
が
主
.と 

な
り
又
密
植
な
ど
管
理
労
働
カ
を
多
く
必
要
と
す
-る
、
|

な
ど
で
、
深
耕
を
可
能
に
す
る
役
畜
十
す
き
、
小
型
ト
：ラ
ク
タ
ー
の
導
入
、
脱
穀
調
整 

，過
程
，
揚
水
、
飼
料
作
成
、
煙
草
の
乾
燥
な
ど
に
：原
動
機
を

.そ
な
え
た
小
型
.機
械
体
系
の
導
入
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
と
い
う
则
か
ら
は
余 

り
テ
A

ポ
の
皁
い
改
良.が
み
ら
れ
な
.い
の
.が
通
常
で
；あ
り
、
：中
国
に
お
い
て
.も
五
六
年
段
階
^.

で
は
少
く
：と
も
そ
の.第
一
次
'的

後

'進

国

モ

ー

ド

を

■

,

.

(

注
1)

：

：
.
 

.../

克
服
し
え
な
.か
つ
た
と
考
え
る
が
ら
で
あ
る
。
換
言
ず
れ
ば
中
国
農
業
：の
五
六
、

.七
年
ま
.'で
，の
大
增
產
が
合
作
化
の
庇
果
で
あ
り
、
そ
れ
が
機
械 

化
な
し
に
実
現
し
え
た
中
国
の
特
質
で
あ
る
と
す
れ
ば
、.

そ
れ
は
.い
か
な
る
様
式
に
お.い
て
が
、
文
機
械
体
系
導
入

(

た
と
え
ば
ソ
ビ
エ
ト
の
コ
ル



第 4 表 湖 北 省 1 5個高級社生產総量と単位生産盘

- (浠水県望城郷十月社，麻城煨主集細五爱社他）
—— ~^ -1—  ；   .ン. •' .

作 物
. 総 生 産 量 単 位 生 ’ 産 量

1955 1956 1955に対す
るわりM 、 1955 1956 1955に対す. 

るわりあい

糧 V.:.食 '''.':..:... 19,580,148 14,346,341 114.04 421 473 112.35

1’其 内 稀 谷 、 8,943,080 10,520,210 117.64 445 514 115.50
1 小麦 1,566,312 1,683,594- 107.48 150 158 105.33

棉 花 322,111 376,327 116.83 52 66 126.92
芝 都 133,659 189,407 141.71. 66 64 92.96

原注糧食の単位産量ゆ糧食の耕埤面積と生產最々の計算より作成。

著 者 注 この 1 5 社は，塊域的に$ ると乎原水稲区3 社，丘陵水稲区6 社，棉産区3 

社，山区 3 社，一社 100戸〜200戸が 7 社で中位，平均 257戸，耕地 38,075

畝。：...':-. ......ン: : ' . '

出 所 「湖北省1 5個高級社的調查j 3 頁。 ’

第 5 表欒庄村の合作化前後における主要指標の対比表

一金額単位，元。計a 単位，市斤 (o.5kg)-

1947 1952 1954 1955 1956 1957 1958

気 _候 条 .件 . 大ひ：e り 禺雨傾調 平： M
ひで-りb  

.也災 '大 水 . 害. 大ひでり 最初ひでり 
.後平年

経 済 類 型 小痛営 互助組 互助組 卸級合作社 高級合作社 高級合作社: 高扱合作社

楹 食 総 産 量 19,200 150,000 115,900 101,163 145,942 123,113 189,051

平均毎嗔生産-遣 32 250 190 172 , 2 4 7 222 356

総 ’収 入 • 14,500 18,303:54 19,074.5 24,363.05

〔欒庄村は山村，全戸 8 0戸，人口 296人，「耕地，田 554.7 M (段地状)〕

原 注 1 . 各年の耕地総商積}c 多少の差がある。まあ500〜600畝<6間4 ある。

2， 総収入は合作社としての収入総額セ合作社員の私的収入はふくまれていな
.プ . パ . . . . . - . . . . .

3 . 合作化後の糧食の単位面積当り'生産量は年次増加しているが，その原因の 

, 1 部は多収穫品種にきりかえたことにある。

4 . 甘藷は 4 斤を 1 斤と計算した。

肖歩才 r从欒庄高級農業社的発展過程看小社併大社，転為人民公社的客観視必然 

性j “経済研究” 1 9 5 9 .12, 2 9貢。
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辺
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邈
地
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総
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產
量
レ
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計
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っ
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る
か
ら
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一
般
に
本
命
と
し
て
考
え
ら
れ
る
農
業
他
带
の
個

.
々
の
■
実
例
よ
り
；は
概
ね
低
い
。
た
と
.え
ば
湖
北
省
望
城
郷
で
は
合
作
社
段
階
で
も
み 

六
方
七
斤
：

(

大
雑
把
に
,^

っ
：て_
:^

泫
米
贫
石
六
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浠
水
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望
城
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月
社
他
：で
：五
ヾ
ー
四
斤
、
.福
建
省
除
家
村
に
專
っ
て
は
八
七
〇
斤
に
至
っ
て 

い

る

(

第
^

表)

- 0

年
次
別
、
経
営
組
織
別
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れ
ば
概
ね
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系
列
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的
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, 3
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；
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增
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耕
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密
植
其
他
経
営
管
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実
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に
よ
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_
(1
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ガ
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；
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幽
を
通
1:
:
:て

オ

す

め

ら

れ

る

水

利

施

設

め

設

定

(

全
投
資
の
四 

a

に
よ
り
バ
(2
)

は
合
作
化
指
導
の
中
に
、
ー
(3
)

は
.
ー_方
.で
は
農
業
経
営
内
労
働
カ
の
充
実
に
よ
：る
自
給
、
';
他
方
で
ば
エ
業
部
門
に
お
け
る
化
学
肥 

料
生
産
テ
'
ム
.
.ポ
に
依
存
.し
て
.い
'る
。
そ
れ
は
⑷
も
同
様
で
あ
り
、
.
'(
5
)は
合
作
化
.に
よ
り
、

よ
り
多
く
の.労
働
暈
の
投
下
^
れ
る
事
を
要
求
し
て
い 

る
や
に
み
.え
.る
。

..

土
地
改
革
以
前
：の
小
農
：民
経
営
に
あ
ら
.て
は
、

に
封
建
的
土
地
所
有
にょ
る
高
率
地
代
の
収
取
の
故
に
，㈡

に
半
植
民
地
的
半
封
建
的
経
済 

機
構
の
中
で
農
産
物
価
格
は
壳
手
市
場
に
お
い
て
.き

わ

：め

：て

低

く

又

不

安

® :

で
あ
り(

預

売

：、
'投
機
.、高
利
貨
•
商
人
の
癀
S

.不
当
に
低
い
農
業
所
得 

も
憫
々
保
証
さ
れ
ず
ぺ
更
：に
そ
：の
_上

極

め

、
て

大

：き

：
い

.部
分
.を
；小
作
で
あ
る
場
合
は
小
作
料
と
し
て
支
払
わ
ね
ば
な
；ら
な

^

?

は
と
く
僅
：か
:L
.か
留
保
で
き
な
い
が
故
に
、
：ー
.：

「

部
富
農
、
富
裕
中
農
會
除1>
'

恕
七
©:

反
以
山
£

繁
^

の
小
経
営
に
お
い
て
は
、
妥
当
なi

、
防
虫 

葉
散
布
众
ど
を
施
行
す
る̂

と
炎
が
な
く
、
v>

わ
ば
無
肥
料
水
準
と
称̂

れ
.る
面
猿
当
^

収
量
に
と
ど
ま
る
こ■と
も
多
：か
外̂

t

と
え
ば
江
蘇 

省
無
錫
に
お
け
.る
一
'
〇
畝
経
営
の
普
.通
の
自
作
農
.で
畝
当
り
.̂3

元
：の
：肥
對
投̂:
い
.広
東
省
，の
:—(「
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-
-国
' 

.
近
代
農
業
奏
料」

：
第
ニ
：輯
四
七
四
灵

)

、
広
西
省
鬱
林
地|2
:
'県
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均
農
家
：で
自
小
作¥

畝
約
ー
'ア

連

「

地
租
概
説J

)
:

が
み
^
れ
る
が
、
ま
ず
要
請
さ
れ
る
べ
.

投
下
肥
料
量
は
1

:

献
ニ
〇
~
三
;0
元
見
当
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
土
地
改
革 

後
は
農
產
物
市
場
も
次
第
に
安
定
1>
始
め
裇
部
分
の
収
奪
本
消
«
し
て
^
応
健
全
：な
家
族
労
作
的
小
経
営
が
.ー：
斉
に
出
発
し
た
と
，は
い
ぇ
，

一.戸 

当
り
の
経

営
フ
ァ
ン
ド
は
未
だ
極
め
て
零
細
の
ま
ま
で
あ
つ
.た
か
ら
、
.
士
壤
改
良
、
肥
料
役
不
な
‘ど
い
わ
ば
素
朴
な
小
経
営
段
階
.に
：お
け
る
農
法 

の
実
施
す
ら
単
位
面
積
収
量
を
増
大
せし
め
る
要
因
に
ま
ず
な
り
え
た
と

い

ぅ

こ
と
が
出
来
る
。
こ

と

に
四
七
年
頃
、
戦
争
と
内
戦
に
ょ
る
農
業 

の
荒
廃
は
一
方
で
.
"無
肥
料
水
準
"

以

下

に

収

量

を

、お

し

：さ

げ

^

と
同
時
に
：労
働
力
不
足
が
東

に
粗
放
.化
：の
：役
割
を
果
t g
^

従
つ
て
経
営
管 

理
、
密
植
、
深
耕
、
有
機
質肥
料
の
作
成
'(

草
肥
、
土
肥
、
厩
肥)

に
合
作
化
過
程
に
お
い
て
，

一

企
業
内
に
集
め
ち
^

た
労
働
力
を
組
織
化
し
て
利 

?

れ
ば
、
"労
働
の
生
産
性
を
た
と
次

f

し
て
^

^

^

碧

力
は
増
大
せ
ず
に
は
ぃ
な
か
？
た
で
I

ぅ
。
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農
具
お
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急
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し
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五
五
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ま
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八
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台
普
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五
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台
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突
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了
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九
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段
階
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^
^
^

ま
で
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数
が
生
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さ
れ
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は
い
な
い
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-
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五
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±'
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織
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農
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ー
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数
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九
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し
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れ
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的
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業
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力
構
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化
と
拡
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再
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^

1 :

具
め
多
様
的
普
及
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'
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'
そ
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^

よ
る
労
働
生
參
性
の
：増
大
を
軸
么
ず
名
生
產
量
め
増
大
が
数
字

>'
' ^

る
の
_は
五
^

年
末
以
降
と
；レ
て
考
え
ら
れ 

る
か
ら
、
本
稿
の
考
察
の
対
象
期
、
合
作
化
終
了
ま
で
、

.
に
は
条
件
と
し
て
入
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
.か
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し 
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^ ;

產
関
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篦
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か
農
民
紙
営
を
半
澍
建
的
半
植
民
地
的
極
梏
か
ら
解
放
し
た
土
地
改
革
が
終
^
す
る
と

:
■；.'
"
大

海

原

の

よ

う

^

現

わ

れ

た

"

M

人
経
営
農
民
によ

 

る
私
有
制
と
残
茫
ず
る
富
農
に
よ
る
資
本
主
義
的
所
有
制
を
背
景
に
農
村
で
は
：
：：

"
資
本
主
義
の
自
然
発
生
的
な
カ
が
日
：

1

日
と
発
展
し
て
来
る"

の

が

，
"
誰

の

目

に

も

明

ら

か

//(

毛
沢
東)

' 

と
：な
つ
た
。「
新
'し
.い
富
農
が
す
で
_に
至
る
と
こ
.、ろ
に
あ
ら
わ
れ
、
'
#
く
の
富
裕
中
農
は
富
農
に
な
ろ

.
•+ 

• 

.

う
と
一
生
懸
命
で
あ
る

」

:;
0

r

小
農
民
経
済
が
農
民
の
天a

で
； .

は
：な
く
.て
資
本
主
義
が
：そ
こ
；か
 

で
あ
る
以
上
、
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中

国

，農

民

の

七

〇

■%
.以
上
を
し
：め
名
中
貧
農
層
、
改
革
後
配
分
さ
れ
た
土
地
も
.、
生
産
諸
手
段
も
拡
大
再
生
：産
を
保
証
す
る
ほ
ど
十
分
で
な
く
、
 

や
が
：て
は
土
地.を
手
放
す
下
向
分
解
線
上
に
た
た
ず
ん
で

(

い
る

大
多
数
の
か
れ
ら
を
、
没
落
を
通
じ
て
で
は
な
し
に
';
'
'
機
械
体
系
を
導
入
し
う
る 

大
規
模
経
営
の
.経
営
主
体
に
組
，織
改
変
せ
し
：め
る
た
.め
に
は
、
，個
別
的
価
値
を
低
め
て
よ
り
多
べ
蓄
積
せ
ん
と
す
る
単
独
経
営
の
富
農
•
富
裕
中 

農
の
生
産
ヵ
水
準
と̂>
务
奶
±>

か
必
'̂

か
#

^

か
%'
.'か
全
*'

剧
4

勝
#'

於
?̂

で
確
実
に
高
め
う
る
保
証
を
.ー
亦
す
農
業
生
産
協
同
組
合
に
組
織
し
て 

ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な1>
-
。
な
、ぜ
な
ら
、

そ
れ
汰
労
農
同
盟
の
.政
権
の
基
盤
と
し
て
の
農
村
の
..社
会
主
義
的
改
造
と
い
う
基
本
的
命
題
の
遂
行
に 

と
つ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
同
時
に
、
，
社
会
主
義
㈤

経
罾
^

設
が
必
要
と
す
る
尨
大
な
勞
働
カ
の
農
村
か
ら
の
吸
引
-
労
働
者
数
の
激
増4

農
産
物

1950 1951 1952 1953 1954 1955 1956

般業生産合作社数 19 130 3,644 15,068 _ 114,000 634,000 . 994,000

内 高 級 .社 1 1 10 15 • 200 500 312,000

初 級 . 社 18 129 3,634 15,053 ‘ 114,200 633 682,000
合作社加入農家戸数 219 1,618 59,029 274,852 2,297,000 16,921,000 111,713,000

内 高 級 社 32 30 1,840 2,059 12,000 40,000 76,874,000

初 級 社 187 1,588 57,189 272,793 2,285,000 16,881,000 34,839,000

「農業合作化和1邪5 年農業生産合作社収益分配的統計資料9 頁。 （資料A)

第 7 表農業.坐産互助合作組織年次別規模拡大情況

-一一社の平均尸数  取位：戸’

1950 1951 1952 1953 1954： 1955 1956

農 業 生 産 合 作 社 11.5 12.4 16.2
.■ ■ 

18.2 20.1 26.7 112.4

内 . 高 級 社 32.0 30.0 184,0 137.3 58.6 75.8 246.4

. 初 級 社 10,4 12,3 15.7 18.1 20.0 26.7 51.1'

農 業 也 産 互 助 組 4.2 4.5 5.7 6.1 6.9 8.4

内 常 年 組 ■ —
.：：..• •. ■ 6.5 7.3 8.1 10.4 —

m 節 ,組 ；— 5.4 5.7 6.2 6.9 —

第 6 表農業生產合作社の発展状況

単位：個数，戸数
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商
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食
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：需
要
め
.大

幅

な

糌
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、
生
活
水
準
の
向
上
に
伴
ぅ 

V

副
食
食
品
.(

都
市
卸
売
物
価
指
数
セ
五
ニ
年
以
後
最
も
顕
著
.な
値
上
り

.

.
'を
示
す)

：、_

貨
，»
衣
料
の
需
要
の
増
大
を
背
景
と
し
た
大
量
な
軽

..
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工
業
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需
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:
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段
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の
ソ
ビ
干
ト
か
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プ
ラ
ン
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輪
入
.な
ど
の
見
返
り
を
ふ
く
め
た
：貿
易
輸
出
品
に
大
き
な
割
合
を 

、

し
■
め
る
農
産
物
商
品
需
要
等
々
を
充
た
ず
に
足
:̂

農
業
生
産
力
の' 

へ

胄

位

水

準

の

確

立

が

、.:社
^

ま
«

|$

罾
の
砠
体
に
と
っ
て
、
更
に 

:v
:

丨

い

：え
ば
そ
.の
推
進
力
で
あ
る
社
会
主
義
的
工
業
化
の
：達
成
発
展
に
. 

と
っ
て
不
可
避
的
な
条
件
で̂

る
か
ら
で.あ
る
。

.
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従
0*

て
土
地
改
苹
に
続
く§'
、ー
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餐
命
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冬
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必
然
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い
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農
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產
合
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化
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察
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土
地
改
革
と 

並
行
：1.て
ず
す
め
ら
れ
て
い
た
事
は
周
知
の
如
く
、で
お
.る
が
、
早 

M,
•■
<

か
lb
:

"
解
放
"

さ
れ
た
北
部
で
は、
_
v 土
地
改
革
終
了 (

一
九
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-*
,1

:
〇
年)

時
に
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で
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0
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.
の
簾
民
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互
助
組
組
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中
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入
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.
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(
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て
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た
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れ
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よ
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.
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き
家
族
労
作
経
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労
働
力
め
互
助
組
織
は
、

;
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変
エ
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札
エ
な
ど
各
地
に
広
く
存
在
は
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が

.「
⑴
旧
来
の
方
法
に
お
け
る
搾
取
的^ -
格
を
除
未
な
い
し
制
限
し
え
た
点
に
お
い
て

 ̂

へ
.
'一：
：
'
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'

v
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⑶
政
府
の
積
極
的
な
指
導
、
援
助
を
う
け
た
占
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来
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助
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そ
の
甚
盤
は
い
う
ま
で
も
な
く
貧
農
の
へ
ゲ
モ
ニ
丨
の
下
に
す
す
め
ら
れ
た
土
地
改
革
の
整
史
的
性
格
と
：あ
る

。)

格
を
め
ぐ
っ
て
前
論
文
で.明
ら
か
に
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
経
営
規
模
• 

■

.

労
.働
組
織
を
確
定
し
、
新

馨

生

産
関
係
の
下
に
再
編
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れ
た
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業

生
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沩

耩

造
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食

態
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特
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整
理
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現
し
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る
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検
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行
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た
い
‘と
思
う
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変
エ
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微
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翁
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潜
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成
で
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-れ
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私
有
権
は
留
保
さ
れ
な
が
：ら%;
そ
；れ
を
統
一
'
経
営
独
占
し
て
生
產
を
行 

う
半
社
会
主
義
企
業
と.し
て
の
初
級
合
作
社
の
成
立
を
み
る
と
、

一
九
五
〇
年

段

階

(

こ
の
当
時
は
初
級
社
の
数
は
未
だ
極
め
て
少
数
で
.あ
る
.が)

で 

互
助
組
程
度
一

1

::
o

H

で：
まのが：

5

爵

に

：は
1
:看

、：羞

年

に
1

:
:ー.大
5

咼
級
社
'■へ
-

K

幅
移
行
め
年
五
六
年
に
は
五7

一
一
口
を
数
える
. 

こ
^

が
.高
級
社
と
な
る
と
讀
の
極
め
て
少.い
う
ち
か
ら
ナ
ま
わ>0
大
#

':
<

ー.ぺ
般
的
«;
'

立
時
^

_

^

■

^

:
■

な
資
料
'(

B

)

 

(

ニ
. 

5

>
意

 

一
二 
：.

f

戸
、
：
労
» .
力
は
い
ず
れ
も
一
戸
当

り
平
均
.ニ 

•
--
*
•人
程
度
で
あ
る
か
ら
初
級
社
労
働
力合
計
六
£

•
一
 

人

、
高
級
&
勞
働
カ
合
計
一—

働

日

、

高

級

社

で

■
一

 

露

力
f

 
一
 

.'一

 

^
A

P

^

^

^

 
§
>
^
^
0
0
^

^

 

^
. 

^

s

0

V 

^

^

^

 

一.五
：
一
.：
日

労

働

日

(

年
平
均)

.
を
数
え
る
.こ
.ど

と

な

今」

-
:丨 

：： 

：
.
.
:'•
:
■

と
れ
ら
の
労
働
力
が
投
下
.さ
れ
j
べ
き
対
象
た
'る
'
経

営

耕

地

の

規

模

は

ど

う

^ :
初

級

社

で

：：平

均

五

五

五

f

^

^

?
町

歩

) 

(

農
業
社
五
六
五
畝
フ
蔬
菜
社
一
一
一
一
六
献

)

で
二
労
働
力
負
担
耕
地
は
農
業
社
で
：八V
,
〕：

畸

：
編

_

養

)

七
献
と
な
る
。
■■
高
級
社
で
は
一
社
平
均 

耕

地

.一
七
四
七
畝
i

1
.
-へ.ク
タ
ー
ル
?
.町
歩)

っ
：

(

内
農
業
社
で
ニ
三
-7
\
ー：爾

tv

,、

蔬

菜

社

で

三

r

A
畝
で
あ
る
。.
.従
来
土
地
改
革
前
の
小
農
民
経
営.

 ̂

つ
い
て
バ
/'
'
ッ
，ク
の
調
查
に
よ
れ
ば
最
も
度
数
分 

布
の
多
V
の
ヵ
づ
麦
地
帯
一
六
畝
、
水
田
地
帯
ー
〇
畝
で
あ
，っ

.た
。.

地
域
■
■
よ
っ
て
異る
が
，
更
に
改

革

後

に

お

い

て

土

地

'の

人

口

当
り
再
分
配 

(
*

 

.地
法
大
綱)

一
戸
当
々
再
^
酉

(

中
華
人
民
共
和
国
土
她
改
革
法

)

の
..影
響
を
逋
じ
て
も
そ
九
を
一
'戸
当
り
に
し
て
み
る
と
さ
し
て
増
大
し
て
は 

お
ら
ず
、.
土
地
改
革
に
よ
る
她
主
制
：の
瘍
棄
は
究
極
^

に
は
地
代
の
収
奪
を
消
滅
上
た
：に
と
ど
.ま
0'
::'、
；経
営
規
模
の
零
細
性
を
打
破
ず
る
こ
と
が 

祟

な

か

っ

た

こ

と

は

周

知

の'如
く
で
本
る
。
' 

そ
れ
故
農
民
層
分
解1

5

の
富
農
化
と
大
多
数
办
農
民
の
没
落
|

を
通
じ
て
で
な
く
初
級 

社

の

成

立

に

よ

っ

て

一

變

三

七

へ： .

ク
タ
丨
ル
•-

労
働
力
六
五
人
：
‘
：露

日

豈

瓦

：}
日
：の

経

霞

摸

を

も

つ

.集
団
的
統
一
経
営
が
成
立
し
た
こ 

と
は
中
国
農
寒
ニ
：千
年
の
歴
史
に
エ
ポフ
ク
を
劃
し
だ
も
の
“で
あ
る'禱

い

な

い
;°

す
な
わ
ち
ー
も
し
ソ
ビ
エ
ト
初
期
^

コ
：
ミ
ュ—

ン
の
失
敗
.の 

よ
う
に
集
団
化
す
る
こ
と
で
集
約
度
が
下
り
粗
放
化
し
て
面
儕
当
り
収
量
が
大
幅
減
収
する
よ
う
な
事
実
を
く
り
か
I

か
ど
う
が
、
そ
の
試
金 

石
に
ノ
ス
し
え
た
こ>

こ
そ
が
一
-
如
何
に
。ぐ
ス
し
た.：か
と
の
検
討
こ
そ
本
稿
の
目
的
で
あ
る
_

_

こ
の
工
ポ
'ッ
グ
を
真
に
現
実
的
な
も
の
に
し 

た
の
で
あ
る
が
。
-

-

'

.

• 

土
地
改
革
r

に
,

て
、へ
数
は
■

が(

全
*

民
のm

〜

六
及
生
泰
力
水
準
と
し
て
一
つ
の
指
標
と
.な
る
■富
■

の
平
均
経
営
規
模
は
、
第
8

表
一
の. 

如
く
で
あ
る
u

'

l

i
明
ら
か
な
よ
V-
5

に
、
'

1

 

丨
ル
か
ら
一
：
.一
五
歃
I

 

ニ‘
六
へ
：ク
タ
丨
ル
ま
セ
^
^
^

-

V

^

'
'
二
一
一
 

m

 

四
一：
}

.

.



傭
.
ノ

貧
農

ノ

，
新

し
中

.：、
農

.
;

;
 

中
.. 

農
'...パ

‘.....こ 

其
中

富
裕

中
農

富
:

.V.農 
’V 

:

.' . . . . : .
CO CO t>o CO • « * * <J CO oo to toH4 jfx *0

士
纖

後

1
毎

人
平

均
.耕

地
(畝

)…
1 ":パ

.. 
. 

' ■ 
•> -

. , . . . .

CO CO CO CO ^  
cn to o  6i toCO 00 ド I-* 00

scn

P  H CO CO O H oo ov尸 cn o り
o  CJ\ <Si CS>

1954年
当
 

1953年
的
％

•

to CO CO H  P
co cn to <o
<0 CO CO to

、
.毎

声
平

均
：労

働
：力

（個
）
:.:

. • . . ....
ND C\? 00 Cŝ A
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第 1 4 表 各 階 級 •各階層の合作社社員収入の壻減状況

(1956.10 〜11月）

農 家 戸 数 .
m m 麗 嘉 1 . m m

戸 数 各階層の 
%

各階眉別 
% 戸 数 % 戸 数 % 戸 数 %

貧 農 聊 25.7 100 712 72.70 104 10.52 166 16.78
新下層中農 1,003 27.8 へ 100 758 71.31 124 i l  67 181 17.02
旧下層中農 s 586 15.3 100 385 65.70 63 10.75 138 23.55
新上層中農 422 11.0 ( 100 303 71.80 42 9.95 77 18.25
旧上層中農 638 16.7 100 429 67.24 70 10.97 139 21,79
富 農 78 2,0 100 52 66.67 12 15.38 14 17,95
地 主 47 1.5 100 42 89.36 4 8.51 ...1 2.13

合 計 3,823 100% 100 2,062 74.20 265 9.54 452 16.26

「湖北省 1 5個高級社的調査_r 2 0頁より作成。増収戸数が圧倒的に多い。

減収した辱因 (減収戸） ’
I 客観的理由による。 (312戸，減収戸iの.68.57%)

1. 田が多く , 劳働力が少なすぎて減収したも^ ) 122 _ ，減収戸中{ 6 .8 1 %
2 . 土地坪多ぐ，土地がよいのiこ " : 2 3 声， 〃 5.05%

(其中新上中農1 2戸，旧上中農7 戸，旧下中農4 戸）

3 . 経済的作物が生産物中多ぐを占め減収したもの1 3戸， " 2 . 8 6 %
4 . 労働力が竭少して(たとえげ兵役，嫁にやる,死亡なとT  7 7戸 " 16.92%
5， 病害0 影響 . "： . 65 戸 〃 14.29%
6 . 孤児 , 寡婦，老弱などで . • . " 1 2芦 〃 2.64%

D 合作化工作過程で生じた原因で工作をすすめ名ことで解決するもの (143戸，減 
収戸め 31.43%)
1 . 家庭畐D業Q減収fcよるもの。 111戸，減 収 戸 の 24.4%
2 .労働力の配匱が不適当で労働日が減少した。 6 戸 " , 1 . 3 2 %
3 . "労働に応じて報酬を孕える” という政策に懐疑をもち仕事に出なかった。

23 戸 » . 5.05%
4 . 計画不十分の結果参加労働力が不十分で減収した。 3 戸 "‘ . 0 . 6 6 %

第 1 5 表 土 地 改 革 後 に お け る 農 村 購 買 力 の 増 大 （指敎）

1948， 1949 1950 1951 1952 1953 1954 1955 1956

黑 竜 江 白 城 新 発 村  

黑 竜 江 克 山 県 民 主 村  

遼寧省清源四适城場衬 

ui東 省 1 9 の典型資料 

浙江省農民一人当平均 

全 国 農 村 瞵 買 カ 平 均

100 

100 

100 .

168

136

175,2

100

263

207.4 

100

154.4

148,2 

257.7

183.1

118.4 114.6 110.3 110.4

楚 青 ，朱中雔 ; .王 志 明 合 著 r我国農村市場的改租 j 34頁。 

階 層 別 片 み る と 「貧農の購買力増加速度が最大で，たと
前年 _  晶 が )

えば，江西省九江右門鄉，典型農家調査では 1954 年 に 1站 2 年と比較して貧農 68.11% 
増，中 農 15_30%増 , 富 農 1:58%増が示される」。 (同書，3 7 頁 ) そのうち中農 1 割 

5 分はいいとして富農の購貢カも又増加しているのは興味があるが， これは一般的傾 

向 (同 鼙 35〜3 8頁）である。 （引用者）
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け

< p  の OV 一 CO toIN? ♦  cn to ^  00 < y > m冚

S
f

m
i

碑 : ■

. •

r g  s s s  s  g m 1 .
m

5  S  §  . 8  a  g  g m S
m

k
<

-

I
A

5

集
団
的
企
業
の
卞
に

ぉ
け
る
農
業
生
産
カ
構
造
の
変
化
と
拡
大
再
ー
生
産
方

-̂
,

1

九
' 

(

五
四
七

)



' 

.二
〇

(

五
四
八)

式
.

，
生_

カ

発

展

の

条
-#

の
：
基

本

的

相

：赢

與

あ

：ら

わ

|
と
％

^

^

 

ハ
へ
：
：
/

 

.

:''
.

>

_

う̂

な
: #
肥

邀

生
: ^

水
_
.
と
、小
_

段
階
£

妒
^ :
#

:|
:

疋
%:
:

^

:m

業
生
産
力
撒
造
の
逢

産
)：：

は
、■
■

の
#

在
故
：に^;
羅

化

悴
^

程
'の
：中
に
.も
：又
持
も
_

ま
れ
ざ
：る
を.え
な
A

/.
:
:

黄
徳
\
ー
,'
:「

我

国

農

業

生

産

的

大

跃

进

彻

底

粧

砕

了

 

"
土

地

報

酬

递

減
# :
1

的
_

論』

：(「

経

済

研

究

ャ

^

〈

論

文

中

に

あ
 

る

生

産

費S
R

rに
^

れ

ゆ

高

級

社

の

生

產

費

故

微

中

に

L

め

る

、
:,
固

定

資

本

，"
へ
部
分

^ '
;

総
額
'0

九
^
.
に
，
す

ぎ'ず
、
.
.
.
.
"

流
.動
資
本
"
'部
分
の
う
ち
種
.子 

の
し
：め
る
割̂

が
.な
ん
：と
：五
四%

を
示
じ
て
；
.い
る
。
.ご
0.
:
'-
1
事
に
：集
中
的.^'
現
わ
れ
で
.：い
：る
高
級
社
段
階
に
ま
で
持
ち
泛 

造

の

劣

弱

性
；：

•

^
国

農

業

め

後

進

性

：は

^

0

ょ

う

な%
0.

で

あ

名

が

ぺ

中
.国

経

済

；
の

高

度

成

焉

に

ど

0
が

う
 

の

命

題

は

本

稿

の

.底

流

を.な

し

て

：
い

る

も

の

で

あ

る

。
別

な

，資

料

に

ょ

れ

ば

.ー

九

五+:
.
年
^

主
要
生
産
手
段
と
し
て
は
大
井p

c

社
に一

四
九
個〔
北
大
留
村〕

が
ら
四
個〔

大
埠
槐
村〕

ま
.で
>
、
水

寧(

一：
社u

 

大

車(

七 

五
個
か
ら
な
し
ま
で

)

、
灌

概

用

水

庫
.

(

一
一
個
あ
る.と
こ
ろ
も
あ
る)

に
す
ぎ
な
い
の'■で
^

る

(

但
し
化
学
肥
料
の
普
及
は
餅
肥.と
同
位
ま
で
進
ん
で-い
る)

0

第

ニ

点

勞

働

の

組

織

化

、
協

業.'
;
分

業

：の

導

入

。
.投
下
労
働
量
の
增
大0
実

現
'°
'
;
'
:
:
入

初
級
社
段
階
で
一
社
平
均
一
ー
〇
1

ー
0

戸
、
高
級
社
段
階5

ニ
〇
戸〜
五
0

〇
戸
参
加
_
の
集
団
的
企
業
の
下.
で
は
、
す
で
に
述
べ
た
ょ
う
に 

一
九
五
五
年
段
階
で
経
営
規
模
：一
社
.平
均
初
級
社
で
五
：五

五

畝

(

三

七

へ

ク

タ

ー

ル

)

、
.
劳
働
カ
六
九
人、
' 

役
畜
ー
三
頭
、
資
金
ニ
〇
八
三
九
元
、
 

高
級
社
で
一
七
四
七
献
、
労
働
力
一
一
三
六
人
、
役
畜
三
三

.頭

、
：
資

金
——
*

九
六
一
.
一
七
.

一
元
と
.

い
う
規
模
を
み
る
。
.：
こ
れ
が
五.
六

•
.
七

年

段

階

と

な

る
 

と
高
級
社
.
の
規
模
は
更
に
大
き
く
な
り
、
五
五
年
に
高
蔽
社
へ
移
行
し
た
河
北
省
蠡
県
北
大
留
村
で
は
初
級
社
が
七
社
合
併
し
て
高
級
社
へ
移
行 

し

た

結

果

、

耕

地

面

積

八

四

〇

一
一
畝

(

五
六
〇
.
.へ
ク
：タ
丨
ル)

：、

(

戸
数
五
六
--
5
:
戸)

.
/労
働
カ
.ー
一
一
一
人
、

；
.大
家
畜
ー
三
六
頭
をか
ぞ

え

、

.
司
様
の

条
件
に
あ
る
山
東
省
曲
阜
県
大
桥
一
社
で
は
五
六
年
^
六
ヶ

村
十
一一一個
の
初
級
社
を
合
併
し
て
成
立
じ
た
高
級
社
で
あ
る
が
、
.

.

i

面
積
七
八
五： 

七

献(

七

笑

戸)

、
労
働
カ
ー
五
七
五
人
、
.役
畜
ニ
五
'七
頭
を
か
ぞ
え
る(

楊
英
杰「

五
個
農
業
社
和
六
百
農
戸
的
調
查
1 ^
^

贫

稿「

初
徽
合
作
社
の
基
本
的
性
格

」

，で
結
論
し
た
よ
ぅ
に
集
団
的
企
業
と
し
ー
て
確
立
1;
:た
意
味
で
高
級
社
を
考
察
の
主
対
象
に
お
く
べ
き
と 

す
れ
ば
別
な
資
料!:
1
十
四
省
に
わ
.た
：る

_:

九
五
七
年
一
；
一
一

:
1/\

個

農

業

生

產

合

作

社

収

_

紙
:«
:

典

型

調

查

資

料

」
(「

統

計
研

究

」

.
一
九
五/\
年
八
号
八 

頁
>

.
:-
s

資
®
 

よ
.
-̂

と
:

:
社
平
均
三
三
..七

戸
--
'

経
営
耕
地
：五
会
〇
〇
畝
、
労
働
カ
六
六
七
人
、
役
畜
ナ 

.

か
れ
て
生
産
：を
行
つ
て
い
る
。
従'つ

て

直

接

的

生

産

単

位

め

：規

模

.は
約
四
四
0

畝
：

(

1
ー
九
ぺ
グ5

丨
ル)

、'-
労
働
カ
五
5:

人
，
役

畜
1

ニ
頭
と
.な
る
ぐ 

'

こ
の
よ
ぅ
に
一
挙
に
し
て
直
接
生
産
単
位
に
お
い
て
三
P

へ.
ク
タ
ー
ル
嚴
度
.の
大
い
^

，
五
五
人
の
労
働
カ
が
計
闺
を
す
す
め
る
ー
^

^

ぐ

し

て

三

七

Q

へ
ク
タ
ー
ル
•
/労
働
カ
六
六
七
人
0
結
合
の
下
ぬ
生
產
に
従
事
す
る
と
1'
お
太
規
模
経
営
が
成
立
し
た
事
で
、
.
論
理
的
齓
段
階
の
単 

独
経
#
*
づ
経
営
様
式
に
対
し
て
根
本
的
に
区
別
さ
'^
る
’占
|
の

.つ
が
同
ー
場
所
'で
同
；時
に
多
量
>の
ー
労
働
カ
が
投
下
さ
れ
ぅ
る
単
純
協
業
、
更
に 

簡
舉
な
分
渫
の
導
入
が
実
現
す
る
こ
と
编
：る
0
こ
の
上
と
：奪
と
ぇ
生
産
技
薇
水
準
_

定
と
じ
て
\

箏
を
可
能
に
す
る
。'-
'
又
農
業
の
.よ
ぅ
に
生
産
期
間
中
の
異
つ
'
:た
時
点
に
.：お
い
.て

必

要

労

働

量

'の

必

丨

ク

が

増

減

す

る

よ

ぅ

な 

.

’

と
；
の

よ

ぅ

に

労

働

カ

を

疏

ニ

'的

に

集

合,
乙

め
$
る

場

脅

忆

抝

、
，
铫

起

、
：

'
播

種
>'
:田

鍵

：-'
'
'収

穫
^

.
/剰

嘴

働

力

を

土

地

改

，

上

か

飼

料

生

産

-

^
:#
畜
I
厩

肥

作

機•

^
か

、
へ
農«
椒

:^
^

完
全
厲
焼
せ
し
め
ぅ
る
条
件
を
つ
：
^

々

出

す

か

：ら
：、

ー

労

働

カ

の

.労
働
日
を
增
さ
せ
、
投
下
労
働
量
総
量
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
農
業
生
産 

物
量
を
ふ
や
し
、

副
業
生
產
額
玄
先
げ
る
：こ
，と
が
出
来
ゐ
ノ
そ
水
は
賓
料
^
ン
ら
竺 

1

子

五

〇

日

が

高

級

社

で

前

廣

ー

；；

_

頁

^

:

.

,
''
.
女

子

，ー

〇

五

日

と

な

つ

：
て

い

る

の

を

.み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

'.
'

卜

の

号

众

秦

情

の

故
^

.
こ
^

^

集

団

柄:̂
業

.̂

参

加
_濃

民
0

4

^

当
;^
平

均

耕

地{

^

、
：|
;戸

当
^

平

均

役

畜

頭*

 ̂

■

て

：

：
.
.：

.
:集
団
的
企
業
の
下
に
お
け
る
農
業
生
隹
カ
構
造
の
変
化
と
拡
大
再
生
産
方
式
. 

'

ニ

：

一
1
.
(

五
四
L)

：

: 

-

.
バ
.
：
.
.
.

.

. 

？■!
■:
-
.
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(

大
体
二
戸
当
り
ニ;-
1

ー
人
位)

に
お
い
て
土
地
改
革
後
輩
出
し
た
単
独
経
営
と
比
較
し
て
大
差
な
く
と
も
、

.
従
つ
て
1

労
働
カ
負
担
耕
地
面
積
に
.さ
し 

.た
る
増
大
が
み
ら
れ
な
く
と
も
、
.単
位
面
積
当
り
収
量
の
増
大
を
結
果
ず
る
こ
と
が
出
来
た
.わ
け
：で
あ
る
。
：
換
言
す
れ
ば
五
六
•
七
年
段
階
で
は 

大
経
魯
忙
転
化
し
な
が
ら
も
農
業
フ
ア
ン
ド
の
中
/
不
変
資
本
グ
部
分
に
当
る
割
合
が
基
本
的
に
変
化
な
く
ノ
小
&
賢
於
皆
に
於
小
る
生
免
於
術 

，
 

体
系
が
本
質
的
に
変
り
な
く
手
エ
業
段
階
の
ま
ま
移
行
し
た
に
す
ぎ
ず

.、
'.

従
つ
：'て
投
下
労
働
1

単
位
当
り
収
量
，
労
働
生
産
性
の
上
昇
と
い
ぅ
ょ 

り
は
生
産
関
係
-
企
業
形
態
上
の
変
質
を
背
景
と
し
た
生
産
組
織
の
変
化
に
ょ
る
単
位
面
積
当
り
収
暈
の
嗜
大
と
い
ぅ
形
で
農
業
生
産
カ
の
発
展 

■

.

が
あ
ら
わ
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
特
質
を
有
し
で
.い
た
。
す
な
わ
ち
合
作
化
過
程
に
鉍
け
る
農
業
生
産
カ
発
展
を
支
え
る
要
因
は
、

(1
)

水
利
灌
溉
‘ 

排
水
施
設
の
殽
置
増
大(

こ
れ
は
私
的
土
地
所
有
の
揚
棄
、
基
本
建
設
費
"

合
作
社
資
金
の
：重
点
的
投
資
：に
ょ
る
と
と
ろ
が
大
吉
い

)

.、'
2)

土
壤
改
良
、
3)
草 

肥
、.
豚
肥
、
油
が
す
、
化

学

驛

等

め

作

成.ハ

購
入
量
の
増
*
;
に

ょ

る

施

肥

，
量

.
の

»

大
£

単
位
面
積
当
り
、|0
社
会
の
富
裕
中

農
の

そ
れ
ま
で

:集
団

的

企

業

の

下

に

お

け

る

農

業

生

産

カ

構

造

.の

変

化

と

拡

大

再

生

産

方

式

-.

へ
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t
i四

：
： (

M

3:
-
ニ

ン
. 

に
す
ベ
て
至
ら
W

と

し

て
%•
« •
当

大

幅

の

増

大(

殊
に
化
学
肥
料
の
.採
用
は
エ
業
生
産
の
発
展
に
よ
る
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な
い)

:.
>

.
(4
)

社

会

の

富̂

^
鋒

に

匹

敵

す

涛

ー
7
貫

管

：理> 

多

肥

適

時

播#
:
..
..'

(

防
戎
剤
银
用
対
策
ー
は
曲
富

,

中
農
を
ば
る
か
：に
« :
え
た
も
：の
で
：

0

0

7

^
乳̂
剤
散
：
 

布

な

ど

も

又1
業
生
産
の
発
展
と
密
接
に
結
び
.っ
い
.て
い
る)

、
⑸
科
学
的
農
業
技
術
の
普
及
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
背
-1
-
は
経 

:

済

；
の
：
社

会

主

義

的

改

造

：
‘：発

展
：：：(

水

利
:.
;
工
業
生
産

)

.、
で

ん

；奋

劣

ル

て

名

直

接

的

ぬ

^

本

論

点

生

ィ

産

組

織

め

變

化

-久
投
下
労
働
量
增
大
を
含
む)

■に
よ 

る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ

ア
成
立
を
め
ぐ
り

.資
本
主
義
企
業
の
確
立
期
に
問
題
と
さ
れ
る
よ
.ゔ
に
ま
^

!|
要

素

が

単

独

の

.

 

家
族
労
作
経
営
.に
お
：い
.て
ば
5

ぼ
ら
に
存
在
す
.る
：の
-;
^

異
ヶ
、.::
ー
定
.の
経
営
規
模
に
集
め
ら
れ
、
：計
画
性
を
も
っ
.た
生
産
企
業
の
下
で
铳
一
的
に 

結
合
利
用
さ
れ
る
こ
；'と
で
、
：生
産
技
術
水
準
を
.

1:

定
と
し
て
龙
生
產
性
が
增
大
1.
'
、
：，
.
'従

今

て

面

積

当

り

収

暈

と

い

.ぅ

形

で

生

産

物

量

が

増

大 

之
同
時
に
コ

ス

ト
.を
引
下
.げ
る
こ
と
が
'可

能

：
と

な

：
る

.：

(
「

中

国

農

村

的

社

会

主

義

高

保
し
よ
ぅ
と
す
る
統
：
'

買
付
実
施
に
よ
る
価
格
安
定
を
背
景
に>
:
増
»

さ
れ
た
：農
産
物'の
：、
,'

物

価

体

系

の

：中

で
'̂

十
分
;̂

高
く
な
い
：に
し
て
も' 

あ
る
程
度
の
.採

算

性

を

有

す

る

(
=

価
値
の
.凡
て
と
は
：い
え
な
く
と•も)

-流
通
過
程
で
の
実
缉
は
，

生
産
総
額
か
ら
生
産
費
、
：労
働
報
酬
を
ひ
い
た 

純
収
入
の
増
大
を
確
実
に
保
証
す
る
。
.
従
'っ
て
毎
社
福
祉
基
金
；を
別
積
立
し
、
次
.
'一
ー
尸
当
カ
労
働
報
酬
総
額
を
小
経
営
段
階
の
正
常
生
計
費
を
通 

常
割
っ
て
い
，た¥
部
分
を
.は
る
が
に
.こ

え

..る

高

さ

に

固

定

し

て

%:
、
尚

ー

社

平

均
*;
-
立

フ
7;

ン
ド
額
を
一
一
尺
当
り
に

.み
た
.毎
戸
公
共
.積
立
金
.の
額 

.竹
小
経
営
段
階
の
農
家
経
済
余
剰
を
は
る
か
に
こ
え
，
拡
大
再
生
産
を
保
証
し
て
：い
る
。

こ
れ
は
ま
余
金
が
土
地

^

酬
と
し
で
六
〇
％
前
後
社
員 

所
得
と
し
そ
分
配
し
そ
い
た
.初
級
社
か
ら
そ
れ
が
消
滅
し
て
剰
余
金
が
大
幅
に
社
内
留
保
を
一
実
現
す
る

高

級
社
敗
階
と
な
り
、

他
方
工

業
生
産 

の
発
展
に
よ
る
農
業
部
門
生
産
財
の
補
充
が

一，
般
的
と
.な
れ
'ば
，、

広

い

経

営

規

模

と

労

働

力

を

も

つ

生

産

企

業

1

4

.さ
わ
し
い
生
産
技
術
の変
革

 

.
を
通
じ
て
生
産
性
の
増
大
を.予
想
す
る
こ
と
は
又
容
易
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
.い
0

ゾ

：

.'
:;
:

.こ

.の
よ
う
に
考
え
る
と
き
、
少
く
と
も
生
產
諸
用
具
が
大
幅
.に
農
業
部
門
に
供
給
さ
れ
始
め
る
五
七
年
以
前
の
段
階
の
合
作
化
過
程
に
.お
い
て 

生
じ
た
農
業
生
產
物
の
增
産
攸
、
播
地
面
灌
.の
讀
大
を
.別
と
ず
ボ
^

.
劳
補
生
產
姓
の
向
上
杧
ょ
る
部
分
ょ^

改
良
、
：密
植
、
深
耕
、
多
肥
等
、
.か
の
八
字
憲
法
に
現
：お
れ
た
労
働
対
象
を
中
：心
と
し
た

「

生
産
技
術』

改
善
+
投
下
労
働
量
の
増
大
に
ょ
る
増
産
が

• 

- 

'
'
. 
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. 
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.

.

.
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.
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.

.

.

.

.

.

.

.
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.

 

.

中
心
と
な
.

っ
て
面
積
当
り
収
量'の
.
增
大
と
し
て
現
わ
れ
る
占|
が
指
摘
：さ
れ
ね
ば
办
ら
な
い->-0」

の
ょ
う
な
增
産
方
式
が
い
か.な
る
も
の
か
、
そ
の
モ

丨
ド
が
い
.つ
打
ち
破
ら
：れ
う
る
か
と
い'う
認
識
は
中
国
農
業
の.後
進
性
と
、
そ
れ
が
'経
済
成
長
の
テ
ム
ポ
に
作
用
す
る
う
し
ろ
向
き
の
要
素
を
理

- 

.

.

.

.
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• 

. 
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解
す
る
た
.
め
に
き
わ
め
て‘必
要
で
あ
る
。
従.
っ

て

こ

：
の

ょ

：う

な

見

方

を

吏

：
に

立

.
句
H

o

,

v
検

討

す

る

，方

;■ 
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三
、
'■
合
作

社
企
業
K

奴
け
'る
拡
大
再
生
産
方
式
と*

積

率

：：.へ：：：.

へ
：'
,
•:
.
.
:

、
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初

級

合
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社
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B)

は
高
級
合
作
社
を
対
象
之
し
た
農
村
実
態
典
型
；調
査
資
料
め
収
益
分
配
統
計
を
整
理
し 

た
、
集
団
的
企
業
搏
生
産
構
造.の
"
断
面
隊
:で
あ
る
。
総
収
久
は
農
業
収
入
，
：
林
業
收
畜
収
•

：
副
業
収
入
を
含
む
ぃ
生
産
費
は
農
業
生
産
費
と
、
 

林

業

其

他(

別
掲
の
な
い
時
は
：農
業
に
入
る

)

、：

」

副
業
生
産
費 
>

:
管

理

費
2

我

ゆ

個

：を

本
0

立̂

段
、
役
畜
報
酬
を
い
れ
るW(

こ
れ
は
減
価
償
却
費'
c

c

¥

:實
貸
料(

河)

を
含
む
亦
ゎ
け
ら
丸
な
い
の
で
前
者
に
総
括
.し
：た.)

。
：

：

労

働

報

酬

_
は

备

社

員

が

労

働
 

し
た
日
数
：を
そ
れ
ぞ
れ
評
エ
記
分
に
従
マ
て
労
働
の
種
類
に
応
じ
へ
て
海
め
ら

.れ
た
.
：--
*

労
働
カ
当
り
報
酬
に
掛
け
た
も
の
の
総
額
。
剰
余
金
：は
積
立
べ 

■

金
、
；
福
祉
金
、:税
、.
地

租
'

土
地
報
酬
其
錄
の
項
に
故
理
さ̂

今

''
:
'';
:

:
.v
:
e
'
: 

¥

収
入
に
お
け
名
農
業
収
入
.の
割
合
は
初
級
社
の.方
，が
高
く
，

#

級
社
-
>

人
民
公
社
と
社
会
主
義
的
集
団
企
：業
の
|

|

^

が
高
く
.な
：る.
に
づ
.れ
て
農

••
:
.
.
. 

. 

. 

. 

, 

. 

.

I

.!

.

...

. 

.

.

'
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.
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:
|
へ-.
.- 

'
-

)

業
部
門
で
は
多
角
経
営
化
す
る.た
め
農
業
収
入
が
壻
大
し
な
：が
ら
も
割
合
が
低
下
す
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

一
人
民
公
社
企
業
内

.
で
製
品
如
エ
.他 

:
副
業
の
み
.な
ら
ず
生
産
財
生
産
ス
農
薬
、
肥
料
ハ
：小
用
具

)

.

ま
で
枉
5;
:

办
は
中
国
独
自
の
様
式
に
し
て
も.' .
'

ソ.
ビ
：エ
ト
の
コ' 
ル

ホ

ー

ズ

で

た

と

.
え

ば 

ぶ
ど
う
酒
の
製
造
、
製
粉
、
製
パ
ン'ft

どを行っているところはある。

，

> 

<

■

支

迪

に.
っ

：^
^
?1
'

ぇ

ば

生

産

費

が

初

級

社

隹

一

五

%

、：：
高

級

社
::
2

:

ー
〇̂

0

0
 

生
®

費
は
後
者
：の
方
が
や
は
り
高
い
の
：は
、

1

つー'
に
は
後
者
が
生
霧
諸
手
段
報
酬
、

：

玉
地
報
酬
を
支
払
わ
な
い
た
め
に
生
ず
る
ゆ
と
り
か
ら
き
て
い

ノ 

-

- 

— 

.':
■
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■
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集
団
的
企
業
の
下
に■お
け
る
農
業
生
産
か
構
造
の
変
化
と
：拡
大
再
生
産
方
式

「
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'る
。
■

座
費
を
'-
'

:̂̂

高

::
^
<法
払
か
巧
名
:-

め
：弟

件

；は

顏

述

オ

る

亦

極

..め
：：て_

き

：な

通

港±,
い
：わ
：な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
,
税
支
出
：は
初
級
社
で
三. 

九
_

(
：高
_

社
；で
.

K
:
.
:̂
^

え本年遍積立金

-̂

咼
級
社
の
.義

し
セ
高
級
社
每
ー
ー

'-
.' 
1

|

%と
高
い
：の
も
前
缸
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

.

；
こ

办

よ

ぅ

な

太

体

€>
比

較

を

行0.
た
上
.で
一
社
致
り
の
.再
生
産
の
図
式
を
検
、
 

討
し
て
み
た
い
。

:
先
ず
集
団
的̂
:

業
を
.み
る
前
に
，
土
地
改
革
前
の
小
絳
営
段
噔
の
再
生
廣
耩
遙
を
み
る
ブ
第

21

表
.は
：
一

九

一

一

至

年

の

広

卧

省

に

お

い

て

な

さ

れ 

た
一
種
の
典
型
調
查
県
平
均
農
家
調
查
に
現
お
れ
た
ほ
ぼ
ひ
と

.じ
い
：経

営

規

模

め
:§

小
作
別
収
支
整
理
表
で
あ
る
。
自
作
か
ら
小
作
へ
移 

に

：つ

れ

弋

収

入

が

.極
め
て
大
幅
に
減
少
す
：る
：の
が
目
泣
タ
が
、
自
作
農
ば

ら
小
作
ま
で
は
大
体
線
が
出.

K
?。

ー
そ
れ
に
対
：し
て
生
產
費
に
は
自
小
作
貧
農
別
に
薇
.め
て
明
確
な
差
が
つ
け
ら
れ
る
の
を.み
る
。
そ
の
幅
は
主
と. 

し
て
養
畜
に
あ
る
が
、

こ
れ
は
豚
を
飼
い
、
..
:
'肥
料
を
と
.る
小
農
民
紙
営
様
式
の
下'に
お
け
^

そ
れ
が 

生
產
量
に
影
響
ホ
寺
え
て
く
る
事
は
い3

ま
で
.も

な

い

。
，
こ
，
の

中

で

す

，で

に

前

節

.で
指
摘
し
：た
が
い
ず
れ
に
し
て
も
設
備
費
が
過
小
で
あ
り
、
地 

.
力
め
.回
復
；を
は
か
る
程̂

の
肥
料
投
入
に'ょ
：つ
：
て
細
々
と
つ
づ
け
ら
れ
て
来
た
生
産
技
術
の
低
い
、
資
金
め
欠
乏
し
た
状
態
が
明
ら
か
に
示
さ
れ

. 

.る
。

と
こ
ろ
で
特
に
小
作
以
下
の
ひ
く
さ

(

生
産
費
自
作
の
約
架
分
、
生
活
費
五
分
の
.；三)

が
拡
大
再
.生
産
ど
と
ろ
ん
⑶
が
農 

り
、
.そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
も
の
が
高
率
地
代
で
あ
る
こ
.と
を
知
.る
な
ら
ば
、
U
.か
に
改
革
前
の
地
主
機
構
がノ
流
通
過
程
に
お
け
る
農
産
物
価 

格
の
実
現
を
は
ば
ん.だ
点
と
共
に
、
：
：新
投
資
部
分
ど
，こ
ろ
か
、
屯
産
«-
;

、
生
活
費
：に
く
い
い0
て
蓄
積
を
不
可
能
.に
し
農
業
生
産
カ
を
停
滞
せ
し 

め
た
か
が
わ
か
る
の
で̂

る
。
下
撊
は
農
業
経
営
部
分
の
：み
の
収
支
で
あ
る
が
、
農
業
所
得
か
ら
農
業
生
産
費
と
生
活
費
と
を
ひ
い
た
余
剰

(

す 

;

で
に
貧
農
で
はH
で
あ
る
が)

か
ら
地
代
：.を
支
払
え
ば
農
業
経
営
収
支
は0
つ
て
大
幅
：の
赤
字
で.あ
り
、
農
業
余
剰
と
地
代
の
比
は
也
代
の
大
い
さ 

と
し
て
三
五
〇
％

の
重
味
を
示
し
て
い
る
。
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さ
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農
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生
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力
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的
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変
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級
社
段
階
で
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現
わ
れ
て
：お
り
農
産
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単
肱
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積
当
り
収
量
の
増
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に
支
え
ら
れ
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総
収
入
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大
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当
り
収
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；
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る
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壤
改
良
な
.ど
土
地
生
産
力
の
開
発
を
宣f

し
た
生
産
組
織
の
変
化
か
ら
来
る
農
築
變
カ
.の
：■

はf

^;

し
：

y

前
述
の
如
く
労
働
生
産
性
の
上 

昇

を

伴

わ
.
ま
ま
に
単
位
面
積
収
量
の
増
大
とU

て
現
わ
れ
、.生
産
組
織
ひ
変
化
に
：伴
ぅ
経
営
の
多
角
化
か
ら
来

る

労

働

力

の
完

全

燃

焼(
農 

村
就
業
構
造
の
進
化

)

へ
の
前
進
は
投
下
労
働f

大
幅
：に
増
加
ぜ_

 

価
格
が
安
定
し
て
い
る 

か

ら

(

需
要
が
供
給
を
上I

時
期
で
、
，.か0

投
機
が
抑
え
ら
れ
て
い
るf

生
産
量
S

総
収
入
は
一
戸
害
に
し
て
も
大
幅§

大
し
て
.
い
：る
A

と
；
が
；
わ

：か

る
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料

の

產

的

自

給̂
^
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簡 

単
.な

分

業

の

導

入
.
統
一
的
経
営
は
コ
ス
ト
を
引
下
げ
る

(

単
篕
稹
収
_

は
机
級
社
と
富
農
と
同
じ
，
も
コ

.
ス

ト
が
合
作1|
:

の
方
が
低
い
こ
：と
か
ら
又 

入
力
増
大
す
る
ヶ1

ス
力
報
告
さ
れ
て
い
前
述
丄0

従
っ
て
生
産
費
の
実
質
的
增
大
を
：ふ
く
み
、
:'
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労
働
日
当
り
報
酬
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増
大
し
て
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労

働

報

酬

総 

鄭
ヵ
賴
し
て
も(

第
i
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B参
照)

尚
剰
余
金
は
増
大
し
ぅ
る
。
更
に
高
級
社
段
謹
で
ほ
、

.
初
級
社
段
階
で
相
当
大
ぎ
な
部
分
を
し
め
て
'
い
た
：土 

■

輝

〈

不
1

得
の
最
後
の
逍
産> 
が
消
滅
す
る
ご
と
でI

潔

が

積

立

金

、
福
祉
金
、
咦
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着

す

る
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大
幅
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加(

第

鏡
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そ
れ
故
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級
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階
で
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総
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産
物
収
入
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办

^

は

〒
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第
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I
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殆
ん
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現

め

攀

ぁ
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」
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ぅ
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篇
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率
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ぎ
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本
主̂

れ
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潤
f

M

c+
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全
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わ
.さ
れ
る
の
S

し
て
、
社
^

^

ぁ
け
る
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■
資
本
に
管

；っ
で
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の
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資
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第 2 4 表一戸平均所得とその地域別年次比較 (1956年 , 1957部)

浙江他9 T \河 北 他 5 省吉 林 他 3 省

西 北 区 及  
び 内 蒙 古  
甘 粛 他 2省

302元

...220元

72.9%

82元

27.1%

328元

21'8 元.

66.4%

..110 元

33.6%

08.6%

99.1%

34.1%

.元

元
::
%

元
^

9
 

4
 

6
 

5
 

4
 

9
 

4
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5
 • 
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8

81
■ I

18

'元
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％
1
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%
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9
 

3
 

1

7

 

1
 

5

1
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L
O

 

• C
O

 

• 

• 
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,

. 

'

2
 

9

20
105

103

114

4谷8元 

403元 

82.6% 

85元 

17.4%

.64元 

:47充 

.8% 

1770 

.2% 

.1% 

.1% 

.攸

46

74

1

25

95

86
37

76元

:4元 

4%

'2元 

1%

32

86

390元 

318元 

81.4% 

72元 

18.6% 

03.7% 

98.1% 

38.5%

純 収 入  

得 報 酬  

報 酬 の %  

副 業 収 入  

収 入 の ％

平 均

所

得

庭

副業

19

A 侮 尸  

社 内  

C 社 内 所  

D 社 員 家  

E 社員家庭 

1957

A

B

C

D

E

1957年の :1956年に対する 

同 社 員 所 得 報 酬  

同 .社 員 家 庭 副 業 収 入

12作社収益分興典型調査資料』"統計研究，，I95! 
I産したのは140社や1.4%,
'■、の 16 社 7.0% ,

であ減収戸 31

X

個農業生産合

増中尊年度よ

がわら_な

「1957 年 228 

尚こめ 2 2 8社

滅産したもの7 2 社 3 1 .6 % とな- 

てみると 壻収戸 63_5% , 平政 戸 5.:これを戸数;

と
つ
て
は
.
か
ら
れ
る
べ
き
フ
ァ
ン
ド
の
生
：產
性
は
.
0.
に
対
す 

る
；>
斗
撾
の
総
量
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
前
提
と
し 

た
上
で
更
に
そ
のM

の
う
ぢ
ハ
の
一

(

部
：と
し
て
の
新
投
資
部
分 

へ
の
紙
産
総
額
に.対

ず
^

わ
ゥ
合
が
.蓄
齋
率
と
し
て
承
さ
れ 

る
。

こ
の
祝
角.か
ら
整
理
し
.て

み

る

と(

第
18
‘
第
19
.
第
20
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：
、
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級

社<7)
.資
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効
率
が
|

番

高

い
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が

ま

ず

奇

妙

の 

よ
う
に
み
え̂

が
そ
れ
は
次
の
如
く
考
え
ら
れ
る
。

フ
ァ
ン 

ド
が
小
さ
く
、
そ
の
有.
■
的
構
成
が
低
く
、
劳
»
ホ
產
性
の
上 

.昇
に
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と
：い
う
よ
り
は
、
生
産
組
織
の
項
で
の
べ
た
よ
う 

な
系
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で
生
産
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が.増
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す
る
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に
述 
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べ
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^ 成 長 と バ ラ 

21冊」，試箅によ東洋文化研究所記要第

,

勿
論
農
*

^

産

力

：の
：発

展

は

本

来

H
:

業
生
產
力
め
発
展
に
く
ち
べ
て
制
， 

::

約
：が
.

々
^

り
:̂
.義

部

W
A
T
し
：：

て
は
比
較
的
生
産
性
の
离
い
貧
本
主
義 

袖

太

経

當
#

も

生

產

カ

水

：準

ぼ
11

業

部

門

：
に

比

：し

て

«

め
.て
：
低

い.か
ら
資
. 

ぐ
本
主
義
経
済
疼
お
ー
い
允:%
技

術

§
.
を

づ

づ

け

る

エ

業

に

対

し

て

農

業

生 

.產
カ
於
跛
作
的
に
発'»
す
る
：
--

と
は
周
知
0

事
実
で
^

る
。：.
こ
：
の

点

に

関 

し
^

の

友̂

え
ば
社
会
生
義
経
済
に
り̂

て
も
同
様
で
あ
り
、'社

会

的

生

：
 

産

カ
0

発
藤
に
つ
れ
ヤ
：贏

業

生

の

発

展

テ

ム

：：ポ
は
エ
業
生
0?
カ
の
そ 

れ

に

対

し

て

相

妹

的

に

ま

す

，ま

^

お
く
れ
る
•
で
あ
ろ
ぅ
が
、
工
業
製
品
に 

対
しV

.

よ
り
農
産
物
製
品
へ
の
需
要
の
弾
力
性.の
相
対
的
低
さ
が
、
そ
の 

跋
行
：か
ら
来
る
不
均
衡
を
カ
バ
ー
：す
る
こ
と
に
な
り
ぅ
る
。
：
つ
ま
り
農

• 

::エ

業

生

産

力

：
の

跛

行

性

が

前

述

0

限
度
以
上
に
太
書
い
と
こ
ろ
に
問
題
が 

あ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
農
業
部
門
に

も
成
立
し
発
展
，し
て
い
る
と
こ
ろ
でも
、

.土
地
の
生
産
手
段
と
し
て
の
性
格 

と
土
地
所
有
の
：介
在
が
資
本
の'農

業

部

門

へ

，
の

導

入

を

妨

害

し

.て
い
る
た
め
農
産
物0
社
会
的
需
要
に
応
じ
る
だ
け
の
生
産
カ
を
あ
げ
.る
こ
と
が 

で
.き
.な
い
、'
と
か
"
：.
小
経
営
様
式
が
独
占
資
本
主
義
段
階
ま
で
持
ち
越
さ
れ
，た
場
食

.に
そ
(0

生
產
カ
上
昇
の
限
界
が
安
定
：し
た
生
產
物
量
を
餵
証 

达
ず
降
済
^

ニ
重
構
造
が
経
済
の
高
度
成
長
の
障
害
と
な
ら
て
い
る
瘍
合
も
あ
る
が

-

他
方
農
產
物
生
產
が̂

^

も
な
ら
て
い
る
所
も
あ
り
、
蔬 

菜
の
生
産
過
剰
か
ら
農
産
物
の部
分
恐
慌
が
生
ず
る
ヶ
ー
ス
'も

あ

る
-
と

を

忘

れ

る

わ

け

に

，
は
；
い

か

な

，

い
。
従
っ
て
エ
農
間
の
生
産
力
発
展
が
跛 

行
的
で
I

」

と
が
経
済
成
長
の
障
害
で
あt

し
て
問
S

I

時
は
^

よ

る
か
、
⑵
農
業
生
産
力
構
造
の.特

質

•
後
進
性
其
他
によ

る
%.
の
か
，、の
い
ず
れ
か
の
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
経
済
の
場
合
は

(1
)

年は木橋渥「中国経济におけ

r

よ
る
障
害
は
土
地
改
革i

合
作
化
過
程
に
お
け
る
集
団
的
所
有
の
形
成
•
確
立
に
よ
り

完
全
に
脱
却
し
た
。
そ
の
名
残
で
あ
る
土
也
報
酬
で
す 

ら
.
い
：か
に
#

積
率
を
妒

げ

そ

の

：消
滅
が
高
級
社
の
拡
大
再
生
產
を
^-

証
し
た
か
は
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
の

考
え 

ら
れ
る
.条
件
'
は
第
2

の
場
合
で
あ.
り
、
と.
く
に
中
匿
の
よ
う
：な^'
植
民
地
的
半
封
建
的
経
済
構
造
を
.有
す
る
諸
国
が
社
会
主
義
経
済
へ

移
行
し
た 

場
合
'
に
生
ず
：る
、
小
経
営
，
家
族
労
作
的
手
工
業
的
生
産
力
段
階
か
ら
ぬ
け

「

で

た

ば

か

作

社

農
業
と
、：

基
本
建
設
投
資
に
お
い
て重
工
業 

優
先
政
策
を
背
景
と
し
た
技
術
革
新
に
よ
つ
て
生
産
性
を
増
大
す

.る
に
制
限
の.
.な
い
エ
場
制
エ
業
の
生
産
カ
段
階!0相
違
が
そ
の
主
な
基
盤
と
な 

つ
.
て
い
る
占|

を

み

る
事
が
出
来
る
。
水

害•
干
，
•

.虫
害
の
偶
然
的
来
襲
と
、
そ
の
；影
響
を
生
産
技
術
.
の
.低
い
程
う
け
易
い
と
い
う
技
術
的
基
盤 

は
等
分
に
評
量
さ
れ
る
べ#:
で
あ
ろ
う
。

,

:

.

時
系
列
と
し
て
み
れ
ば
農
業
生
産
の
大
幅
な
、
着
実
な
増
大

.
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
大
躍
進
の
へ
あ
と
に
訪
れ
た

M

業
危
機
"
に
よ 

り
総
生
廣
の
計
画
的
榮
展
に
带
約
が
加
-^

り
、
成
長
率
が
，
.
"
'ス.
ロ
丨̂

ゥ
：ン.
"
.-̂

れ
ざ
る
を
え
*

か
つ
た
の
は
、'.す

で

,c
何
度
も
襲

し

た

よ
う 

に
中
国
経
済
に
お
け
る
農
業
の
比
重
が
大
き
く
、
農
業
生
產

r

総
生
産
額
の
大
い
さ
が
影
響
さ
れ
る
部
分
.が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
，が

、

ま
ず
何
よ 

り
も
そ
の
本
質
を
把
撞
す
る
た
め
に
農
業
部
門
の
大
躍
進
を
可
能
に
：し
た
条
件
を
明
ら
か
.に
す
る
こ
と
で
合
作
化
の
完
成
に
よ
る
農
業
生
産
力
構 

造

の

変

化

と

：し
か
も
尚
現
段
階
に
お
ー
い
て
有
す
る
構
造

±

の
後
進
性
の
.
未
脱
却
部
分
に
よ
る
限
界.を
•(

そ
れ
ぞ
れ
小
段
階
に
わ
け
て

)

検
討
し
、

.
 

そ
れ
に
よ
つ
て
こ
の
不
作
と
不
作
の
意
味
し
結
果
す
名
"

危
機
"

.

を
解
明
.す
る
必
要
が
あ
つ
た
。
か
の
五
八
年
度
大
躍
進
の
数
字
.を
分
析
す
る
準

備
と
し
て
作
付
面
積
增
大:*
投
5

働

聲

大
.
義

生

碧

增

大

虼

游

増

太

を

区

別

し

農

業

生

產

カ

発

展

の

绺

と
^
^
^

か
に
し
よ
う
と
し
疮
本
稿
は
束
こ.と
に
不
十
分
で
は
あ
る
が
そ
の.よ
う
.な
問
題
提
起
に
対
す
る
か
ざ
や
か
な
努
カ
の
.ー
部
で
あ
る
。

F

謂

「

農
業
基
礎」

.：；論

：又
,-

ん
.ど

発

霧

さ

れ
-̂

第

,-
:
:期
全
'̂
.
.人

民

代

表

大

会

ゴ

：；、
、
、

^
:
:テ

ヶ

に̂

. 

会

主

蒸

経

済

ー

：
著

の

，
或

ふ

.
は

'A'

民
公
忍
シ
ス
テ
ム
の
問
題
：

(

失
敗
.
.，
後
退)

と
.い
う
よ
り
は
、
中
国
に
お
け
る
農
業
生
産
力
構
造
の
特
質
か
ら 

よ
く
説
明
さ
れ
る
の
で
は_

ろ
う
か
。へ::
-
'
-;@

月
十
八
日)

.
：.；
■

:

•'
■(

重
取
業
優
先
原■

と
議
基
礎
論
は
次
号
学
界
展
望
で
扱
う
}
。

:

集
団
的
企
業
の
下
に
.お
け
な
農
業
：生

産
力

構

造

の

変

化

と

.拡

大

再

生

産

方

式

广
：

.

,
,

'
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:
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